「青少年の不登校をどうとらえ、どう支援するか」学習会報告
学校不適応・不登校に悩む中高生の不安と困り感に寄り添い、発達支援を続けている臨床発達心理士の東先生にお話しいただきました。先生は発達障害をもつ子どもの不登校や家庭内暴力などについての相談やカウンセリングなどに力を注いでいらっしゃいます。
具体的な支援を通して彼らの変化のプロセスがどのようなものか、学ぶ機会となりました。
(保護者・支援者・一般対象）
●日 時：２月９日（土）15：00 ～ 17：00（受付 14:45 ～）
●場 所：練馬ＯＫルーム
（豊玉北4-14-11 メゾン・ド・クオーレ502 号室）
●講 師：東敦子 先生 （のぞみ発達クリニック院長）
●参加者：16　名
●会 費：1,000 円
〈参加者からの感想〉
*不登校といってもいろんなパターンがあり、一人一人が違う問題があることを知りました。

*親夫婦とも、しっかり覚悟をもって接していく必要を感じました。

*ネットワークの件、やはり行政には頼れませんね。

*必要と思った人がそのタイミングで立ち上がるのですね。支援者としても保護者としても良い刺激を受けました。

*親が「学校に行かせたい」と思っていることを子供に見透かされていることに気付かされた。
*地域にいろいろな選択肢が増えることを願います。

*たくさんの具体的な事例があり、わかりやすかったです。

*当事者の、レッドゾーンやイエローゾーンなどの状態に合わせた対処方法は、とても具体的でわかりやすく、今後の参考にできそうです。
*「ジリリエンスを導くナラティブアプローチ」は、不登校に限らず、子育て全般や自分自身のことにも応用できる前向きになれる方法だと思いました。
引きこもりの問題は、実際に直面するまでなかなか向き合えないものです。お子さんが小さい、学校にはいろいろありつつも通えている、となると今ここで考えるのは難しいことです。でも実際にそういう状況になった時、親は一生懸命、今までやって来た場所に軌道修正したくなりがちです。頭の片隅に今回のようなお話の断片があれば、こじれてしまう前にSOSが出せたり、第三者の関わりが受けられたりして少し安心すると思います。でも、少しでも将来の不安を減らしたいと願っているお母さんたちには、向き合いたくない話なのかもしれませんね。様々な引きこもり方があるので、地域にはいろんなタイプの受け皿があることが望まれるし、小さくてもしっかり受け止められる場所があることは大切です。
OKの会としてはどういう形の関わりが無理なく実現可能なのか、出来ることから着実に会員の皆さんと一緒に考える必要性を感じました。
